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3日   9:30～ 11:45  普 通講演  1～ 9

13:30～ 15:20  普 通講演 10～ 16

15:30～ 16:30  特 別講演

4日   10:30～ 11:45  普 通講演 17～ 21

13:30～ 14:40  普 通講演 22～ 26

5日   9:45～ 11:45  普 通講演 27～ 34

13:15～ 14:45  普 通講演 35～ 41

15:00～ 16:00  特 別講演





4月 3日

斎 藤 二 郎 (群 馬大工)A fundamental inequaliy in the convolu領on

of L2 funCtions on the half line

F∈ Lp(一∞,∞)(ρ ≧1)と G∈ Ll(一∞,∞)の conVOlution に対して基本的な不等式

‖F*α l′̀‖ F‖ρ・‖G‖ 1を知っているが,F,G∈ L2(~∞,∞)に 対して
一般には F*G CL2

(―∞,∞)で ある。そこで半空間の場合にL2の 概念のうちである意味で正確な次の基本的な不等

式を得た。  定 理.正 の整数σと FJ∈L2(0,∞)に おいて,FJの iterated convolution

IT FJを とると不等式
J=1

≦鬱9-1)!I√「弓(ハ12dι

F Jが ある定数 CJと Re π>0で ノによらない

証明はある積分変換を用い,Bergman型 核 と

ｄ鳥＊
型π夏
戸

∫

ｏ

が成立し,こ こで等号が成立する完全条件は各

πで Cプ。exp(一ιう と表わされることである:

Szego核 の関係を用いる。

2.上 原 正 宏 (香 川医大)・斎 藤 二 郎 (群馬大工)

the weiqhted Szegё kernel functions

Some remarks for

D を 平面上の regular region, λを aD上 正なる連続関数とする。内積を 帆 g)入=

I D  aメ
オバ冽 硼 欲 れ得 られるD上 の晰 敵 のなすmb∝ t鋼 鋪 生核をム に 0

とし, この adjoint L―核を Lλ(2,2)とする。L夫(2,a)がDで 零点をもつか否かは κλ(z,a/

Lttz,2)の極値性質との関連で特に重要な問題である (Nehari)。これに関して,定 理 1。 ある

z∈ Dに 対して Lぼz,2)が ,上 で零点をもたなければ,D上 零にならない解析関数 P(z)が存

在して,Lλ(z,0≡ LIP嗜′(z,2)。次にDの S zego本亥κl(z,α)に対して κλ(2,α)KA l(a,α)≧

Kl(2,α)2が成立するが,定 理 2.あ るπ∈Dに 対して等号が成立する完全条件は,ふ (z,α)κλ:

(2,α)≡κl(2,α)2で, これが成立するλの完全条件は,Dで 零にならないある解析関数 P(z)が

存在して ∂D上 IP(2)12=λ(z)となることである。また, このようなλとなる完全条件は,KA(z,

α)/κl(z,α)がD上 の正則関数となることである。

3.山  下  慎  二 (都立大理)有 界函数の高階導函数

定理。ノは D=|lzl<||で 正則,有 界, |ノ|<1と し,z∈ Dで のテイラー展開メ勁=cO十

Σ cκ(ω―χ)κ,た≧π≧1, を
'も
つとする。このとき,

ll―日γl刈aレ1燿にJ胸叫≦1
であ先 と佃こメ勁=♂

1い
一劫ん 一″

列
Ч Q実 定詢 のとき等号成立。この定理の va n″
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tiOnを,(1)ノはDで 正貝Jかつプロック,(2)ノは'で 有理型かつ正規,(3)ノは平面で有理型かつ

吉田(耕作)型のばあいに考え, さ らに, テイラー展開の条件が無いときどうなるかについて述

べる。

4。 山 下  慎  二 (都立大理)絶 対定数二つ

多くの結果の中から二つを述べる。(1)ノは平面で非定数有理型で,|ノ
′
1/は十1ノ12)が有界とす

る。リーマン球面上の円板を単葉円板と呼べば,絶対定数 Cl>0が あって,ノ によるリーマン像

は必ず半径 Clの単葉円板を含む。Cl≧0。248である。 (2)ノはIZI<1で 非定数正則かつ

(1-lzF)|ノ
'(Z)|が
有界とする。絶対定数 C2>0で 次をみたすものあり。ノに依存した点zを中

心とする半径 C2の非ユークリッド円板で (a)ノは単葉,(b)そのノによる像は,ノ(2)に関して

星型。C2≧0・371である。

5。 Sakatt Toppila(Helsinki大 )。山下慎二 (都立大理)カ ルタンの等式

ノはIZI<R≦∞で有理型,メ0)キ∞,とするとき,ネバンリンナ特性函数 Tlr,ハ(定義めんど

う)と個数函数 Nlr,り,Jl(同上)の 円 lωl=1上 での平均スとの関係は,T(γ,/1-五=熙lX(log

lバ0)|,0)であることがアンリ0カルタンにより示されている。T(γ,ノ)の代りに清水―アールホ

ース特性函数Ts.(γ,/1(定義かんたん,意味明解)と し,■の代りにNlr,ω,メの,中心α,半

径σ,0<σ <1, の , リーマン球面上の円周上での平均 Bと したとき,等式の代りに評価式

|■4(γ,ハ
~BI≦ C(9)がえられる。C(g)はσのみに依存する定数で,幾何学的いみあり。また

等号の成立する√あり。さらにリーマン面上にも拡張可能。

6口 木 村   茂 (宇都宮大教育)

funct:on by product

A characterization of the exponential

指数関数ノ(2)=e2には,ノ(zソ(-2)=1という性質がある。これについて次の結果が得られる。

定理 1.ノ(Z)は位数1の整関数として,そ の零点は角領域
lzlargZI<チ

+ζ
l(ζ
>0)に は存

在しないものとし,δ(0,/1=1と する。無限遠点に延びるJordan curve ι が存在し,そ の

上で,ノ(2)ノ(―Z)=0(1)(Z∈ ι)な らば,ノ(2)=五θ
32であるか,

lim~1°
glノ(γ)|=十 ∞

r →∞    γ

が成立つ。

位数が高い場合や,defectの 条件をおとした場合等の結果についても述べる。
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7.新  濃  清  志 (金沢大工)正 則曲線のgeneral defect relat:onについて

″:C→ Pηcを l o w e r  O r d e r  μの正則曲線,αλ:c→P , C * (ん= 1 , 2 ,…, 9 )を r l r ,αた)

=ο ( T (γ, J ) (γ→∞)をみたす正貝」曲線とし,lαん|は g e n e r a l  p o s i t i o nにあり, "は l  αλl

に関して非退化とする。αたのκに関する de f i c i e n c y  aαλ)について,次 の de f e c t  r e l a t i o n

が成立する :

定理。(I ) 0 <μ < 1 / 2の とき,Σ  Ⅸαた)≦π。詳 しくは,,αλ)≧1 - c o sη をみたすαたがπ個

存在すれば,他 の de f i c i e n c yはoで ある。δ(αた)> 1 - c o sЛ駆 をみたす αたが ρ個 (0≦ρ<η)

(αl,…,αρとする)存在すれば,Σ9  δ(αJ≦(η一ρ)(1-cosЛ7).ここで等号が成立するのはη一ρ

個の deficiencyが1-cO釣字 で,残 りはoである。 (Ⅱ)1/2<μ<十∞ のとき,Σ]δ(αた)≦

12ημ]+1。

証明には,αに関するspread rehuonズ“J≧mmレπ,tSh」(やメ)|を用いる。

8 .戸 田 暢 茂 (名工大) on  t h e  g r O w t h  O f  m e r o m o r p h : c  s O ! u t : o n s  o f

an algebraic d:fferential equation

αヵbtt  cλをl z l <∞での有理形関数とし,4(勁 =ムPω t Ц湖
=を
pた
υttα〆b9キの をコ環

な多項式,P(ω,グ,・・。,ωta)=Σ cλω●い
′
)■・・。(ω
(0)ら
,I=lλ=(j。…,Ja)lcλキ01は有限集合,と し

たとき微分方程式 P(ω,が,・・・,ω(a)=ス(ω)/3(ω)の l zl<∞での有理形関数解 ω=ω(2)の特性

関数について考える。いま,ム =m a x ( J。+ 2  J i +…+ (η+ 1 ) J . ) ,ご=燿
, X ( J O + J l +…十

J“) ,ム0 =層「
x

( J l + 2 J 2 + 。̈πJ . )とおくとき,T l  γ,ω)に関 して次の評価を得る。

定理。(| )σ キ0あ るいは ρ>ム のとき,

m a x ( 9 ,ρ一乙) T (γ,ω)≦Σ T (γ, cλ) + 0 (ΣI T (γ,αJ ) +ΣT ( r ,ゎた) ) + S。( r ,り、

( | | )σキ 0  あ るいは ρ> dの とき,

m a X ( g ,ρ一d ) T (γ,ω)≦乙O N k T ,ω) +Σ T (γ, cλ) + 0 (Σ7 (γ,αプ) +Σ T (γ,わた) ) + S O (γ,υ) .

9.橋 本 有 司 (愛知工大) 解析写像に関する一 注意

Rを l zl<∞上の genus∞ のη葉の被覆面,Mを 1引≦∞ 上の genus gの π葉の被

覆面とする。ノはRか らνへの解析写像で,1引≦∞ への代数型函数として考えると Rが the

proper existence domain に なるものとする。

g>π(π-1)+1のとき, このような解析写像は存在しない(G.Hiromi Ho MutO~)。また,g

≦π(η-1)+1のときは,cキ21π(η-1)+1-glならば,Rか らM一lαl,・・・,α91(αl,・・・,α9∈″)
へのこのょぅな解析写像は存在しない。

ここでは,こ の結果が Ah l f o r sの 被覆面の理論によって証明できることを報告する。
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10。古 沢 治 司 (金沢女子短大)

Fuchsian groups

The l imit set of deformations of some

G 3 =〈z→一ι
2/z, z→

(1+ Z ) / ( 1 - 2 )〉け∈(0,の
-1) )は 上半平面に作用する Fuch s  t t o  d (■3)

を G.  の lim i t  s e t  A 3の Hau S d o  r f f次 元 とする。 このとき,次
の事柄 について証明 した。

I.α ∈(0,1 )について,d(■ 3)=αとなる G2が 存在す
る。特 に G3と して,簡 単な群がある。

Ⅱ・d(A3)は'について,連 続かつ広義単調増カロ。

Ⅲo ιについて,非 負狭義単調減少関数 二(3)(J=1,2)が存在し
て (ただし'=1の 近傍),

1-Jl(ι)≦ d(A3)≦ 1-J2(3)とできる。ここで,311円_|(3)=0(J=1,2)。
また, Ⅲにおける評

価について検討する。

11.諸 沢 俊 介 (東北大理)・仲 田 正 翡 (山形大理)

Nielsen展開とtransit市ity

Fuchs群 :こおける

「を単位円Uに 作用する Fuchs群 で双曲的変換のみから成するとす
る。又原点に関する Di―

richlet基本多角形は正4g角 形 (g>1)とする。Jo N ielsenは単位円周上
の点ζを「の標準的生

成元の無限列により表現した (ζの Nielsen展開)。G.A.Hedlundは ζ
の tranSitiVityをその

N ielsen展開を用いて特徴づけた。この特徴づけを用いてここでは次
のことを報告する。

定理.ノ を原点中心の角 んz/29(ん
=1,2,…,4g-1)の 回転とし,ζを単位円周上の点とする。

このときζが transitiveならば メζ)も transitiVe‐0あ
る。

さてζを双曲的変換の不動点でなく又 tra n s i t i v eでもな
い点とし,原 点におけるζ方向の単

位接ベクトルをυとする。そこでこの定理においてとくに た
=2gと すれば,コ ンパクトR i e―

manntt I1//「上の'則地的流れ92に対しく
タメυ):ι∈RIは 相空間において閉軌道

に漸近的でなく

かつ欄密に入っていないことがわかる。

12.佐 々 木 武 彦 (山形大教育) Web及 び nest部 分群によるクライン群の

tesse‖ation:こついて

Abikoffと Maskitは 「有限生成クライン群は三種類の部分群に分解出来,ま
たそれらから

combination定理を用いて元の群が再構成される。」という分解定理を発表
した。しかし彼等の

分解定理では視党的には良く見えないと思われる部分があり, それを補うも
のとして一つのteS―

sellationを導入する。この tesSellationでは teSSeraは 主
に nest部 分群に関連づけられ

て定義される開円板またはそれから可算個の開円板をぬいたようなも
の,す きまをつめるfiller

はぃわゆる webと general種 の残留極限点を用いる。こ
のようなtessellationを導入する

と,そ こに現われる tesseraと webの stabilizerの
いくつかとgeneral種 の残留極限集

合に不動点をもつショットキ群により元の群が生成されて
いることが解る。
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13.大 竹 博 巳 (京 大理)Ahlforsの weak finteness theOremについて

「を″
η=lκ∈R" :κη>o lに 作用する Mσbi u s変 換の離散部分群とする。Ah l f o r sは , M i n‐

nesotaの lecuure note :M6bius Transformations in several Dimensions の
中で,

彼の有限性定理の解析的な部分を高次元に拡張 した定理 (第8章 ,定 理 7)『Γが有限生成ならば,

ある mixed tensor densityのなす空間 αΓ)(η=2の 場合,実 軸に関して対称な,9(「)上

の有界 ・可積分な正則2次微分の空間になる。)は 有限次元になる。」を示している。ここでは,

η≧3の時には,α 「)を含むある空間 Q(F)もやはり有限次元になること, さらに特にπ=3

の時には,Sull市anの 結果より,α Γ)=101となること,及 びここから導かれる幾つかの結果

について報告する。

14。谷 口 雅 彦 (京 大理) nOdesを もつ一般 リーマン面上の調和微分について

高々有限個のnodesを もつ一般のリーマン面Rか ら同様のR。へのいわゆる deformationノ

で ROの nodesの 任意を近傍の外でノ
~1が
擬等角であるものから,自 然に有界単射準同型 「/:

几(R。)→几(R)が得られる。ROの nodesに 対応するR上 の 100psに 沿う周期がoで ある Γλ

(R)の元全体を 「h(R,RO)とし, 同上の 100psか ら自然に定まる有限次元部分空間 FN(R,Ro)

による商空間への射影をπとすると,πoff.は几(RO)からΓん(R,RO)/「N(R,Ro)上への同型を与

え,更 に主要な部分空間を自然な意味で保存することがわかる。

以上は,ル のノルムの評価も含めて,通 常のリーマン画間の擬等角変形から得られるいわゆる

Marden‐Mindaの 同型に対する結果の拡張を与えるものである。

15日 米  谷  文  男    (京都工繊大 )A Rauch type var:ationa!formula Of har_

monic forms

リーマン計量を持つη次元複素多様体の変形を調べるため,ホ ッジの共役作用素を用い, リー

マン面上の調和微分に対する擬等角変形の下での変分公式を拡張して,複 素多様体の微分同相な

変形の下での調和微分形式に対する変分公式を与えた。まず,″ ,上微分形式の族 9=((91(・°),

192に°))0≦ ρ≦η,o≦σ≦π を 元とするあるヒルベルト空間を考え,ホ ッジの共役作用素から導

かれる*作 用素で閉じた空間とする。なお, この*作 用素は, **夕 =_9,9+Jネ タと夕_J夕 が

直交するように定義されており, リーマン面上 2乗可積分な微分の作るヒルベルト空間の直交分

解に対応する分解を導く。次に鳳 から″=への微分同相写像んによって脇 上のに9対応する脇

上の微分形式の族を9oス と表わす。(*9)O/3と*(90J3)の差が*の 歪曲の様子を示すと考え,こ れ

からベルトラミ。テンソルを定義する。このベルトラミ。テンソルを用いて schiffer―Rauch

型の変分公式が与えられる。
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16.成 田 淳
一 郎 (京大理) 平面領域上のco rona問題に

ついて

平面開集合D上 の corona問 題,及 びそれに関連して Gamelinに ょり導入
された定数 C(D,

π,δ)の有限性について考察する。得られた結果は,lDηlが
一様に有界な平面開集合の列で,・ε

>0,Vπ∈NC＼ D"の 各成分の直径が よ り大ならば,任 意の π∈N,あ
>oに対してSIp C(D3

π,δ)<十 ∞ なことである。

ム
'=10<l zl<11か

ら原点にのみ集積する互いに交わらない閉円板列を除いて得られる領戯を

ムー領域と言う。平面開集合全体の corona問 題は Behrensに よリム
ー領域の場合に帰着さ

れたが,上 の結果の応用として, COrona定 理の成り立つム
ー領域の例で,従来の結果に比して

特徴的と思われるものが得られる。

男ll

志 賀 啓 成 (京大理 ) Teichmlller空 間 および Modubr変 換 について

Gを 上半平面 Uに 作用する第
一種 Fuchs群 ,T(G)を Gの TeiChmiller空 間

とする。

Bers‐embeddingに より,T(G)は 下半平面Lで 定義された,Gに 関する有界正則二次微分
のなす

Banach空 間 B2(L,G)内 の有界領域として実現される。勿論,Gが 種数 g>1の 閉
Riemann

面 S。の普遍被覆変換群であるとき,T(G)は (古典的な)Teichmiller空 間
T(SO)と 同一視

できる。ここでは,T(G).aT(G)等 は Bers‐embeddingの 意味で考える。

上記の意味では,各φ∈T(G)=T(G)∪ aT(G)に 対し,単 連結不変成分を持
った Klein群 が対

応し,特 に φ∈∂T(G)に は,唯
一つの単連結不変成分を持った Klein群 (b―grOup)が 対応して

いる。 (有限生成)b・groupは ,そ の不連続領域の構造により regular b‐group,partially

degenerate group,  tOtaHy degenerate group と 分類 され, その存在も確認されている

([1],[3],[11])。

このような事実は,Klein群に対する様々な立場からの興味を引き起
こし,そ して,数 多くの研

研究成果が生み出されてきた。本講演では,T(G),aT(G)の いく
つかの性質を示し,ま た,T(G)

に作用する Modular群 の境界挙動,Thurston‐ Bersに よる
Modular変 換 の分類 と わ

‐

grOupの 関連等を考察する。

1.T(G)は その構成法から,単 葉函数と深 く結びついている。 Zuravlev[14]は
,G― ky

の不等式を応用して, T(G),aT(G)の 研究 を行つた。それを拡張
・精密化 して,

定理 1([12])。ffλを 32(L,G)内の た
一次元超平面で,ffた∩T(G)キ0な るものとする。そのとき,

ど φ∈attλ∩,T(G))は ffた
一T(G)∩frたの (唯一つの)非 有界な成分の境界上にある。

移
・
L=hk一〒雨β‖kの― ルメベタ

演講

一一一一

脇
　
一

，こクア
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一方,Bers‐ Ehrenpreis[7]に よって,有 限次元 Teichmiller空 間は正則凸であることが

示され,そ の後 Kraら ([8],[10])がCarathёOdOry距 離についての (強い意味の)完 備性 を示

すことにより,猟 G)は ″
∞
についても正貝J凸であることを検証 した。 しかし,実 は,も っと強 く,

定理 2([12])。dimT(G)=n<∞ とし,猟 G)を cηの有界領域と考える。このとき,T(G)は (́Cつ

に関 し,正 則凸である。ここに´(Cπ)はCηでの正則函数全体。

2.Modular群 の境界上の作用と分類

本節では,Gは 有限生成で楕円的変換を含まないとする。一般に,S。=1//Gの 自己擬等角写

像全体から,Modular tt Mod(G)一 ―― その各元は Teichmdller距 離についてisometricな

T(G)の自己同型一
―――が定まり,MOd(G)は T(0に 不連続に作用している。また,Thurston‐

Bers に よつて, MOd(0 (の 各j竃は, elliptic,paraboHc,pSeudohyperbolic,hyperbolic

と分類され,対応する自己擬等角写像との関係も明らかにされている ([4],[9])。

最近 Bersは ∂T(G)上 の MOd(G)の 元の挙動について,次 の結果を示した。

(ェ)aTIG)内 のある denseな 集合 Ⅳ(ar(G))(nO‐rrloduliの点全体)上 で,各 χ∈Mod

(G)は 連続拡張をもつ ([5])。

(Ⅱ)χ ∈Mo d ( G )を h y p e r b o H cと する。このとき,I∈ 猟G)に 対 し,|バ J I■ ∞
の
■

積点は to t a n y  d e g e n e r a t e  g r o u pで , A P Tを 持たない ([ 6 ] )。

上記の結果は更に進んで,

定理 や ([ 1 3 ] )。( I )に おいて,χ∈MO d ( 0の 拡張は,N ( a r ( G ) )上 1対 1で ある。特に,d i m

T鱈 ) = 1の とき,M O d鱈 )の各元は T( G )→ T俗 )の h O m e o ,̀になる。

定理 #■ 13 ]〉各 χ∈MOd ( G )に対し,バχ;→し∈πG》で,lχり
十二 ∞
の集積点全体を表すも

C)とする。 こθ)と き, χが paraboHcな ら, κ∈T(G)に 丈寸し 4(χ;")は regular b_grOups

よりなる。 χが pseudo‐ hyperboHc な ら,4(χ ;κ)は APT を 饗F・つ b‐grOups(cusps)よ り

なり, 必ず degenerate cusp を 含む。

したがって,(Ⅱ)と定理 5よ り,

系 ([ 1 3 ] )。χ∈MO d ( G )とする。そのとき,

χが ellipticぐう任意の (orあ る)χ∈T(G)に☆寸し, И(χ3)が quasi―Fuchs群 よりなる。

χが paraboHcく 全ヽ「司■のκに☆寸し, ス(χ;χ)が regular b‐ grOupsよ りなる。

χが psendo‐ hyperbOHcく う「司Lの κに丈寸し, ス(χ;κ)が (cuspsよ りなり)degenerate cusp

を含む。
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χ が  hyperboHc () 同 _Lのκに力寸し, ス(χ;Jが APTを 芋寺たない totany degenerate

g r o u p sよ りなる。
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4月 4日

17.黒 J‖ 隆 英 (鹿児島大教養) Beppo Le宙 関数のp6tential表示について

R"をη次元ユークリッド空間とし,π を正の整数,1<ρ<∞ とする。α=(αl,α2,・
・・αだ)を 多重

指1票とし l αl =αl +α2 +¨α", Dα= D l l  D γ̈
。D Tと する。空間L景=lυ∈′

′
(R " ) ; Dα2∈Lρ, lαl =    |

πlの元を Be p p o  L e v i関 数と呼ぶ。さらに IZ lπ,ρ
=凛
π
‖Dαz‖ρとおく。またπキηのとき

  |

κ"し) = |工| " ~ 2とおき, んを整数,≦ π
-1と するときππし,υ)を次のように定義する。      |

島メムの=II拒1「蛍
¨ 卜`は'   |

このとき,π―サキ0,1,…,π-1ならば ん=[π一ナ]とおくと Lρ∋ノに対しυ嬌,た(χ)=

∫
K".たは,ωノ(g ) dυは存在する。そして L:∋υに対しLρ∋ノが

一意的に7存在してしは次のよ

うに表示される:

πし)=澤1印ドm_βγ
“γ十
滝 た
2考
等
里ら/十昭 ぼχ〉
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また次の評価が成り立つ:

(∫l χl―ηρ l可IJlρごκ):≦c lπlπっ。

18.水 田 義 弘 (広 島大総合科)閉 集合の平衡分布の存在について

最近,Ninomiya(Osaka J.Math.20(1983))に よって,平 面内の閉集合の平衡分布が存在

するための条件が与えられた。その結果を補 う次の定理を報告する。

定理 .Fを 平面内の閉集合とするとき,次 は同値。

(1)Fの 平衡分布が存在する。

(2)次の性IIを満たす正測度 μが存在する:  lim κ
cF(1°g lχl)~lLμ(ェ)=∞,  ここで

Lμ は μ の対数ポテンシャルを表す。

(3)磨
F2 c (弓 )<∞, こ こで,3= 1銃 1≦lχl< 2 , 2 Jκ∈FIかつ C(。)は文寸数容量を表す。

19.水 田 義 弘 (広 島大総合科) 正 則関数の除去可能集合につぃて

Kaufman(Pacific J.Math。lo2(1982))は,3MO族 に属する正則関数の除去可能集合に

ついて論じた。彼の結果を一般化するために,平 面内の開集合1/上の複素関数ノに対し,次 の関

数を考える。

Ha=譜P   ttf∴1/1al_メ洲dtt ω

,1わ+1/ρ′=1,んけ)は区間 (0,∞)上 の正値非増カロ関数,3は zを合み半径
ここで,1≦ ρ≦∞

rの 開円板,gは B内 の正則関数を表す。さらに,S(ノ )をノが複素微分可能でないような点集合

とする。

上の正則関数とほと定理。 (1)ρ >1の とき : F∈ Lρかつ Aん(s(∫))=0な らば, ノ は 1/_

んどいたるところ一致する。

(2)ρ=1の とき: F∈Llかつ π2(S(ノ》=0な らば同様の結論を得る。

20。岡 田 正 己 (東 北大理)・ 福 島 正 俊  (阪 大教養) 複 素マルチンゲールと     |

p l u r i p o l a r  s e t s                                                        l

|
C上 の極集合 (polar set)は,C上 のブラウン運動が確率 1で hitしない集合として特徴づけ     |
られる(角谷の定理)。我々は cれの pluripolar setsが複素マルチンゲールであるCa上 の拡      |

散過程のある族がhitしない集合として特徴づけられることを示す。これは有界強擬凸領域Dと       |

そのコンパクト集合κに対する extremal func.π庁の以下の表示から従う。多重劣調和関数の     |

族′ 1= lρ∈P S″ ∩L t t c ( D ) : 3 g > o , c o n t . ,  ααC  I l  z  l 1 2 A ( dごり ) 2 ~ 1≧g (αα
C  I l  z  l 1 2 )●

1及 び各      |

ρ∈る から構成 されるD上 のマルチ ンゲール拡散過程 ( Z′P′)の 族 を考えよう。            |

|
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定■ こ ぶ0メ
郷 =乳

J》
知バ∞口a″ 。チ 非負職 雄 ル

ベーグ眠

σλ=inf lι>0: Z′∈κl。この結果は J.Fu n c . A n a l。(19 8 4 )に出る予定。

21口村 井 隆 文 (名 大教養) ポ テンシャル論的エネルギ
ー空間上の特異積分

難 齢 上の期 腑 分離 で有界な台をもつ醜 節 をノルム ‖劇 α
=げ
∫ 口
J―ス酬

2

/lκ―υ11+αα"dν11/2に関して完備化する。こ
こに O<α<1と する。これを」エブルギ

ー空間Eα

と呼ぶ。本講演に於いて, Calder6n型 特異積分作用素 (L2→L2)の Eα
からEαへの作用素と

しての有界性を述べる。

22.伊 藤 正 之 (名 大理)Hunt合 成核に関するDenyの 問題

G.Choquet,J.Denyは 合成核に関して,優 越原理がHunt合 成核になる為
の本質的条件で

あることを議論し,J.Denyは 次の問題を提案した。

局所コンパクトアーベル群X上 の優越原理を満す合成核全体を (D),Hunt合 成核
全体を(fr)

とかく。この時,(H)の弱ホ閉包(7)は (D)と
一致するか'

こ でヽは,Haar測 度が (H)に 属すようなχを決定することに依 り,一 般
には (D)キ (fr)

であることを報告する。

2 3 .伊 藤 正 之  (名 大理) S e m i― tr a n s i e n t  c o n v o l u t o n  s e m i―gr o u p s  a n d

convolution kerne15 0f 10garithmiC type

劣マルコフ合成半群 (α3) 2 oは全測度 0で , 台がコン
パクトである任意の測度 μに対して,

げ

α

飩*湖 仰 が弱
*有界である時ハ e耐 tr a n d e説

″
であると言う。

先ず, semitransient 合 成半群に対して, これを半群として持
つ対数型核が存在すること

がわかる。これを用いて,回 帰的である劣マルコフ合成半群が S゙emitransient″ になる
ため

の必要かつ十分な条件が, レゾルベントの Haar測 度に関する非特異性で与えられる
ことを報告

|     す
る。

1      以
上を用いて,対 数型核は半完全最大値原理,無 限遠点における挙動によって,全 くHunt合

1     成 核の特徴付けと平行な特徴付けが得られる。

1      最 後に,対 数型核全体はあるポテンシャル論的順序に関して,帰 納的である
ことがわかり,そ

|     の 極大元の性質について報告する。

24。前 田 文 之  (広 島大理)調 和空間上の半線形方程式の解に対する極集合
の除

外可能性

調和空間χにおいて,測 度表現 α′→.〃と,局所リプシッツ条件をみたす sheaf morphism
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F:′ →σ(夕)とを与えて,方 程式

(1)                σ (2)十F(2)=o

を考えるとき,次 の結果が得られた。

定理 1。 xの 閉極集合は,有 界な (1)の 解に対して除去可能である。

定理 2.χ が自己共役で,Fが 非減少のとき,xの コンパクト極集合は,Dirichlet積 分有限

な (1)の 解に対 して除去可能である。

25。前 田 文之 (広島大理)半 線形方程式の理想境界に対する非局所的境界値問題

χを自己共役な P―調和空間,σ:R→πを標準表現測度,F:R→ σ(R)を sheaf morphisml

χホをXの 可解なコンパクト化で,び χ=χ中、xは2つ以上の連結成分をもつものとする。びx=

「。∪Γl∪・̈∪Fた (ん≧1)を びXの 有限分割で,各 Γたは開かつ閉なるものとし,F。上の有界な

可解関数夕と,実数 α,(プ=1,…,た)を与えて次の (非局所的)境界値問題を考察する。     |

o(u) + F(u) +0 (xl ' ) ,  u: e (/ i_t)

& r ,L  z=cons t . ,  
f  r ,onud ,u :a ,  ( , r :1  , . . . , k ) .

こ でゝ みzは 調和測度ωに関する2の
″
法線微分

″
を表す。Fに 対 し局所リプシッッ条件を仮定

する時,(P)の 有界な super‐solution 20と有界な sub‐solution υOで υ。≦%0なるも の

が存在すれば,(P)の 解 しで υO≦z≦ 2。をみたすものが存在する。Fは 非減少で,ω (「。)>0

ならば,(P)の解は一意的である。

26.村 澤 忠 司 (京 府大生活科 )調 和空間での逆掃散預1度について

χ をP―調和空間とする。PCをX上 の有限連続で,xの cOmpact集 合の外では調和な pO_

t e n t i a l sの集合。m+をχ上のリト負なRad o n測 度λ,∫ραλ<∞ (ρ∈PC) ,の集合。Xの 本ロカ寸com―

pa c tな開集合υと測度 ν∈m‖ こ女寸し
~C/ρ
ごν=∫ 鳥

υ
ф ∽∈PC)を満たす測度 μ∈m¬まνの逆

鳳 勁=lμ ∈m+ l  s u p p O⊂ こ ‖μ‖≦ 1ル dν=∫ 鳥
どαμ,ρ∈P・ とする。υの近傍yに力寸して

S ( U ~ l〓l s l  s∈C (Й 且つ sl  υは優調和な関数L f f (あ= s ( u ~ l∩一S(」)とする。

定理 .xの 正則な集合υと μ∈m+ , s u p p (μ)⊂a‖ μ l l≦1に 対 して,次 の事は同値である:( 1 )

μ∈″(ν),9)∫んdν=∫んαμ(Vん∈″(a),鯰)/Sdν≦/Sの(VS∈S(」))。
定理 .M (ν)は c o n v e x , m e t r i z a b l e ,ω *―c o m p a c tな 集合である。

4月 5日

27.安 岡 孝 司 (九大理)2次 多項式で擬凸表現される領域のSteinnessに つして

劣調和函数の性質について 0(l z13)ま で計算精度を上げることにより,定 理 1と 定理 2を 得る。

(P)
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定理 1.C内 の領域9上 の上半連続函数ノが (*)を 満たすとき∫は劣調和であ
る。

(*)Ω 内の任意の閉円板Dと 2次以下の多項式 P(2)に対して,aD上 メz)≦ReoP(z)の
とき,

D上 ノ(Z)≦ReoP(2)。

また各成分がzの 2次以下の多項式と,との 1次結合で表わされる岡円板族 9(z,ι)に
ついて,

ca内 の領域Ωが接続定理をみたすときΩを多2~擬凸ということにする。

定理 2.9が 2́~擬凸ならば,Steinで ある。

さらにDか らΩへの2次 多項式写像全体が normalの ときΩを ′2~tautと いう
ことにすると,

定理 2よ り定理 3が 得られる。定理 3は Ho Wuの 命題を含む。

定理 3.Ω が ′2~tautな らば,Steinで ある。

28.大 沢 健 夫 (京大数理研 )P― 多重調和函数の存在域

単位円板ムにポアンカレ計量 ds=|ご州 /1-|"12を 入れたものを考える。複素多様体X上
で

定義され,値 を乙内にもつ C2_級の函数しが P―多重調和であるとは, どのような正則写像g:

ム→Xに 対しても20gが dsに 関して調和であることをいう。

定理.P― 多重調和函数の存在域は (岡の意味で)擬 凸状である。

証明は,dSに 関する調和写像の方程式が準線形であることから問題を線形方程式の理論に帰

着させて行なう。

29。阿 部 幸 隆 (九大理)Le宙 foliationについて

Mを C・の領域びの CR一部分多様体とする。ρ=(ρb。・。,ρπ)をMの 定義関数とする。″MOC=″
Ю

O ff 01を複素化した CR―接束とする。ff 10の局所基底に対してLevi行列L(2)を定義し,一 次

方程式系

( * ) L(2)■ (z)=0

を考える。このとき次の定理がなりたつ。

定理.zを Mの 点とし,7を zの 近傍であって,di m c Nあ
0≧
σかつlω∈y∩М

・
dim・cN3 0 =σl

が y∩Mで 桐密なものとする。(*)のy∩Mtt  C∞な解Xl(ω),…,工【Jで ran k (■
1(ω
),…,■
9(ω))=

9な るものが存在するならば, zに おいて局所複素 fol i a t i o n多
=I M c lが存在して,di m c  M c

=σ かつ み 1,・
・・'a°"は Mc上正則な (1, 0 )一形式である。逆にこのような fol i a t i o nが存在す

るならば,ra n k  σの(*)の C∞な解が存在する。

dim c  N″=σ ならば定理の条件をみたす(*)の解が存在するので,So I I m e r , F r e e m a n ,

B e d f o r d‐Ka l k aの結果を含む。
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30。阿 部 幸 隆 (九 大理 )正 則函数の境界値について

Dを C2の領域とする。Dの c∞実超曲面Mが Dを 2つ の連結成分 D+,D~に 分けているとする。

Mは D~の 側から擬凸であるとする。D~上 の正則函数の超函数の意味での″上の境界値を考える。

これに関して次の定理がある。

定理 (Dini‐Parrini,1982)。Mの Le宙 形式のrenkが η一ρ-1で 一定とする。Sが (2ρ-1)

次元Hausdorff測 度0のMの 閉集合であるならば,Sは除ける特異点である。すなわち,D~上 の

正則函数ノがM＼ S上 で境界値をとるならばノは ″ 上で境界値をとる。

この定理では cOmplex foliationの 存在が本質的であり,rankに ついての条件は COmplex

foliationをもつ別の条件に変えることができる。さらに,Mが 実解析的な場合には cOmplex

foliationが存在しなくとも次の結果が成立つ。

定理.″ が弱擬凸であるならば,Mの 任意の点は除ける特異点である。

31.阿 部 幸 隆 (九大理)P× Tの あるコホモロジーの消える領域のStein性 に

ついて

次の結果につぃて述べる。

定理 1.sを Stein多 様体,Rι(J=1,…,9)をP4又はギとする。9を S× Rl×…×R9の 局所

S tein領域とする。複素線型群Lで そのリー環が0で ない純整元をもち,IKaノ ι)=oな るもの

が存在するならば,Ω は s teinである。

定理 2.Ω をP× Tの 領域とする。複素線型群Lで そのリー環が0で ない純整元をもち,11り ,

Q/.)=0な るものが存在するならば, 9は Steinで ある。

32.大 員 聖 子 (明治学園高)・ 孫 光 鋼 (釜山大 )風 間 の定理の一般イヒについて

領域Dに 対 して,Cι の Stein領 域 Sが存在し

複素平面の実軸 Rを 解析的弧 %(プ=1,2,…,J)

33。梶 原 壌 二 (九大理)・ 孫 光 鏑 (釜山大)助 変数を伴う正則微分方程式の

解の大域的存在の助変数空間における局所性

Sを η次元の複素空間,Dを 積空間C× Sの領域,ρ を自然数,α′Iz,s)をD上 の正則関数,

Tを,ノ=3(ノ
1,…
√ρ)に対して,Tノ =てごノソdZ十磨lαlたノ争

・。,αノ
p/dz十
をlapたノ
た
)で定義される線

形常微分作用素とする。D上 正則な任意の g=.(gi・…・・,gρ)に対して,7∫=gの D上 正則な大

域的解 ノが存在するための条件を与える。

風間英明は cた×Rιを含むcた×cι内の S t e i n

て,D = Cた ×Sと なることを示 した。ここでは,

で置き換えて,上 記の定理の一般化を試る。
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34。大 貝 聖 子 (明治学園高),梶 原 壊 二(九大理) 複 素助変数を伴う正則

完全形式の大域的存在の助変数空間における局所性

Zを 複素変数zの れ次元複素多様体,Sを 複素助変数sの π次元複素空間,Dを 積空間
Z× S

の領域 とする。d£をzの みに関する微分とする。任意の ρ≧1と ,dガ
ー閉なD上 の正則微分形

式 ιΣgr(z,S)dzf(IJ=ρ)が
D上 大域的にdg_完全であるための条件を与える。

35.古 島 幹 雄 (熊本電陳高専)C3の 複素解析的コンパクト化について

(X,■)

る。そのと

得る。

( | ) r

( l i ) r

をC3の非特異ケーラー ・コンパクト化で,■
=X― C3は 高々孤立特異点をもつとす

き,直 線束 [五]はX上 正で,Xの 標準直線束κ″
=一 r[五](0<γ ≦ 4)と かけ,次 を

↓
　
　
↓

４

　
　
３

一一
　

〓

(X,4)=(P3,P2)

(X,■)=(Q3,Q′),ここに,Q3は P4の 非特異 2次 超曲面で,Q:は そ
の tan―

gent hyperplane cut。

(X,■)=(75,15),ここに,75は ,P6の 5次 ,非 特異 3-foldで ,15は そ
の

norn口しl tangent hyperplane cut。  しかも, unique!

(X,■)=(??,?)。 しかし, スは Coneで はないことは分る。

( m )γ = 2→

( I V )γ = 1→

36。古 島 幹 雄 (熊本電波高専)COmplex surfaces Proper:y Dominated by

c2

Xを π次元complex space(affine algebraic variety)とする。Xが C・ によって解析

的 (代数的)に 支配されるとは,Caか らXへ の proper h010mOrphic IIlap(proper mor‐

phismノ :Cπ→X が存在する時をいう。最近,宮西により次が得られた。 定 理
M.C2に よ

って:代数的に支配されるaffine algebraic surface Xは,(i)Xが非特異ならば,Xは
C2

に同型であり,(‖ )Xが 特異点をもてば,Xは C2/6に 同型,但し,G⊂ GL(2,C)は 有限

部分群。

本講演では,上 記 ,宮 西の定理の解析的版を示す。

主定理.Xを C2に よて解析的 (代数的)に 支配される複素解析的に
コンパクト化可能 (af―

fine algebraic)な normal complex surfaceと する。 そ のとき,(|)Xが 非特異な

らば,Xは C2と 双正則同型 (双 有理 ,双 正則同型),(‖ )X は
C2/Gと 双正貝,(双 有

理,双正則)同 型。但し,Gは GL(2,C)の 有限部分群。
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37.竹 腰 見 昭

元の評価.

(京大数理研)弱 ―完備多様体上の有限次元コホモロジー群の次

Xを η次元弱一完備多様体として実数Cネ と正整数 1≦ g≦ πに対して解析的層の集合 ″ g=

|び:χ上の局所自由層で任意のC≧ C*に 対 して制限写像 ″ 貿X,∂ )→″貿Xc,∂)は同型写像|を

考える。例えば B× χがχ上の直線束でX＼ κ (κ⊂Xc*)上 正の曲率をもてば Ωρ(3)∈ご4

(ρ tt g>η)。 また β∈。4な らば ″貿X,′)の次元は有限次元であることに注意。この時次が成

立する。定理 .正 定数ス,3が 存在して,任 意の 9と 任意の β∈ご4に 対して dimc IIX,8)

≦Иr(log ll ο‖+3)・ ,(γ はβの階数)。 但 し ‖θ‖=Sup lθ `′“|で qJ=CJ“ )は 多

′→各

(E)=∂ であるベクトル束の変換函数系。

38。竹 腰見 昭 (京大数理研) 弱 ―完備多様体上での消滅定理とその応用

この講演では次を示す。定理1.Xを 連結なη次元弱一完備ケーラー多様体とする。仮定。1)

E→X を 中野の意味でX上半正で少なくとも一点で正の曲線をもつベクトル束,2)。″ι(X,

´(E ΘKxl)(J=σ ,9+1, 1≦ σ≦π)は 分離的。結論。 ″
°
(X,θ (E Θκχ))=0

応用として次を得る。定理 2.X,yを 解析空間としだχ→yを yの 固有改変とする。仮定。1)xト

非特異 ,2)E→ Xは X上 半正な曲率をもつベクトル束。結論。 R9麻 (́E Θκχ)=0.g≧ 1。

系.定 理 2の状況下でR Cπ*´ (κχ)=0,q≧ 1.系 はGrauertと Riemenschneiderに

より π:χ→yが point modification及 びyが 射影代数多様体でπ:X→ yが yの 特異点解消

のとき示されていた。なお,κχはXの 標準直線束。

39。安 達 謙 三 (長崎大教育)旗 多様体に対するレビの問題について

Hirschowitzは グラスマン多様体のコンパクトでない擬凸開集合はスタイン多様体であるこ

とを示した。上田哲生氏はグラスマン多様体X上 の不分岐な擬凸開集合でXと 同相でないものは

スタイン多様体であることを示した。本講演ではグラスマン多様体をファイバーとし,スタイン多

様体を baseと するバンドルの上の不分岐な領域に対するレビの問題と,旗 多様上の不分岐な領

域に対するレビの問題について述べる。

40。清 水 悟 (東 北大理)局 所等質双曲的アファイン多様体上のチューブの函数

論的性質について

″をアファイン多様体とすると,そ の接ベクトル東 TMは 自然に複素構造をもつ。我々は複素

多様体 T″ をアファイン多様体上のチューブと呼ぶ。この講演では双曲的アファイン多様体上の

チューブが次のような函数論的性質をもつことを示す。

定理 .T″ を双曲的アファイン多様体上のチューブとする,こ のときTMの 開集合 T″ 一Sの
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上で定議されたC∞級強多重劣調和函数ψが存在する。 ここCSは
TMの 解析的超曲面または空

集合である。 さらに, Mを コンパクトすると, ψは eXhaustion fuuctionと
なる。

系.TMを 局所等質双曲的アファイン多様体M上 のチュ
ーブとする。このときTMは 正次元の

コンパクト解析的部分集合を含まない。さらに,Mが コンパクトならば,TM は  Stein多
様

体である。

41.坂 西 文 俊  (九 大理)Kahler多 様体内の擬凸領域の境界距離関数について

Xを Kahler計 量 gを もつKahler多 様体 ,Dを X内 の滑らかな境界をもつ相対
コンパクト擬

凸領域とし,gに 関するDの 境界距離関数をδとする。このとき,-10g δ
のD内 での多重劣調和性

について,-10g δが,Dの 境界の近くで強多重劣調和であるか多重劣調和
でないかが, Dの 境

界の各点で,Xの holomorphic bisectiOnal Curvature Rと ,Dの あ
る定義関数から定まる

値によって判定できることを示す。

これは,G. Elencwajg lAnn.Inst Fourier.Grenoble,25,2 (1975), 295-314]自
争によ

って,今 までに得られている結果 (Dが強擬凸あるいはX ttR>0な らば,Dは
0‐complete

である)を 含む。さらに,R<0な らば,一般に
-10g δは多重劣調和でないこともわかる。

男ll

山 口 博 史 (滋 賀大教育)擬 凸状領域の変動について

1。一連の論文 (京大紀要,(I)'68年,(1)℃ 9,(Ⅲ)'70,(Ⅵ)'73,(V)'75)で,西野先生は多変

数整函数の諸性質も,,正則域は擬凸状である
“に因ることを観られた。ノ(κ,υ)を C2の定数でな

い整函数とする。 ι∈Cに 対し,C2で の定数面ノ(島υ)=ιは高々可算個の既約成分 ISツlν=La。
"

より成る。Srは
~変 数の開リーマン面を定める。

定理 (論文(Ⅲ))。Cの部分集合 Lノ=lι∈CI少 なくとも
一つの Srは 金平面型である|を考え

る。もしLノの対数容量が正ならば,す べての ι,ν
'に
対し,Sツ  は 全平面型である。

演

論文 (Ⅳ)の 際 に,次 の予想に出会い,

予想 (71)。Cの 集合 κノ=lι∈CI少 くと

数容量が正ならば,す べての t,νに対し,

それを問題として示された。

も一つのSTは 放物型である|を考える。もしKrの対

sr は 放物型であろう。

この予想は次の formulationを導びく。3を 変数 3の平面領域,C=|l zl<∞ |,0を直積B×

Cの 不分岐被覆領域とする。各 ι∈B上 のののファイバ
ーの(ι)=D∩ Otl×C)は C上 の被覆リ

ー
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マン面を定める。の を面

全てのD(3)は定点 ζ∈C

を考えると,ζ の近傍で,

D(ι)の複素助変数 ιに依る変動と見なし,o:ι →D(ι)(ι∈3)と 記す。

を含むとする。リーマン面 D(ι)の点ζに極を有するグリーン函数 g(ι,2)

g(ι,2)=log 1/lz一ζl十λ(ι)+ん(3,2),

但し ん (3,ζ)=0。定数項λ(ι)は D(ι)の ζに関するロバン定数と呼ばれる。

補題 1(74).の が擬凸状ならば,X,)は B上 の優調和函数である。

―∞<λけ)≦十∞ である。

この補題は先の予想を肯定的に解くと同時に,論 文 (Ⅱ)の 一意化に関する基本定理の別証を

与えた。のが擬凸状のとき,変 動 の :ι→D(3)を函数論的と呼ぶ。

2.補 題 1を 眺てめていると,ロバン定数以外の,リ
ーマン面 D(ι)のいくつかの不変量の動きも捕

え得ることに気付 く。その応用を述べる。二つの変動のJ:ι→D′(ι)(ι∈3),ノ=0,1が 同値:oO～ol

とはZOか ら01上 への解析変換 T:(ι,z)→(ι,ω)=(ι,9(0,2))が存在すること。このとき,各 ι∈B

に対 し,DO(3)と Dl(3)とはリーマン面として同値 :D。(ι)～Dl(ι)に なる。この逆を問題とする。

先ず,次 がわかる。②:ι→D(3)(ι∈3)は 函数論的で,各 D(ι)～S(Sは ι∈Bに 依 らぬ)な らば,

9=直 積B× S,但 し S十 11zl<11又 は 10<l zl<11。 一般に,領域のが両面擬凸状,又 は直積

のとき,変 動のを解析的,又 は自明と呼ぶ。故に,(自 明)⊂ (解析的)⊂ (函数論的)で ある。

定理 1('79)。二つの DJ:ι→OJ(ι)(ι→B),ブ=0,1を 考える。DJ(ι)は滑かな境界を有し,そ の

種教をgj(3),境界要素の数をηJ(ι)と記す。次の三条件を置く,(al tt ι∈Bに 対 し,D。(ι)～Dl

(ι),(b12島(ι)十ηJ(3)≧3,Ilcl oOは解析的,01は 函数論的。このとき,oOπ olな る為の必十条件

は,o。 との1とが次の意味でホモ トープになること :二点0,1を 含む変数 ,1の領域 31及 び直積

(31×3)×C上 の不分岐域Dが存在して次の三条件を満す,(|)Dは 擬凸状,(1)制限DL=Jヨ助,

ノ=0,1,(Ⅲ)各制限D13=c(c∈3)は 自明な変動に同値。

三条件 (a),(b),(c)を満すがホモ ト
ープでない Oo,01の 例がある。

3.補 題 1で の領域 Bの 次元を上げるのは容易である。ファイバ
ーD(3)の次元を上げよう。B

=平 面領域 ,π ≧ 2,0=BXC"上 の不分岐域とする。 ι ∈B上 のののファイバ
ーD(3)は Ca

上の不分岐域になる。全てのD(3)は定点ζ∈Cη を含むとする。D(0)の ζに極を有するラプラス

方程式  乙 G=0 に 関するグリーン函数 G(ι,Z)は ζの近傍で,

G(0,a=1/‖ z一ζ‖
2●2+バ ι)+ffl ι,Z),

但し,″ (ι,ζ)=0。 定数項λ(ι)をD(3)の ζに関するロバン定数と呼ぶ。
一∞<λ (3)≦0

で ある。

補題 2。(82).のが擬凸状ならば,バ ι)はB上 の優調和函数である。更につよく,log(一λ(ι))

は 劣調和。
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系 1.の は擬凸状 とする。 Bの 集合κ。
=lι ∈BIバ ι)=01を 考える。

が正ならば,Kッ=Bで ある。

ロバンは実空間 R3の 領域について,先 の定数
に出午 た(1886年)。オリ

(π≧ 3)の 領域 D(3)の 実助変数 ιに依
る変動 D:ι →●(t)(ι ∈B⊂ R)

補題2′。のが 3× Rm(⊂Rπ
+1)の
滑らかな境界を有する凸領域ならば,

凸函数である。

もしκ7の対数容量

ジナルを尊んで,Rπ

を観ると

log(一λ(ι))はB上 の

4.多 価代数函数ω=P(Zl,・
・・,z")(π≧2)の 定めるD"上 の不分岐リ

ーマン領域のロバン定数

は常に 負 である。従って,系 1の仮定はきつ過ぎるので,  HOdge―
月ヽ平に依る複数多様体

上の調和函数に補題を拡張する。 Mを η (≧2)次 元の複素多様体,dS2=Σ lβョ gが
dZαΘ dZβ

d s2に関する実ラプラシアンとする。 B=平をM上 のエルミト計量,Zを 関数に対しての,

ι∈B上 のののファイバ
ーD(ι)は M上 の不分

面領域,の =直 積B× M上 の不分岐域とすれば,

岐域となる。全てのD(ι)は定点ζ∈Mを 含むとし,ζの近傍で
のИΞ〒0に関する基本解Ξ(ζ,

zlを一つ固定する。D(0)の ζに極を有する」G=0に 関してのグリ
ーン函数G(ι,Z)は ζの

近傍で,

G(0,z)=Ξ(ζ,Z)+Al ι)+Hlt,Z),

但し,ff(,,C)=0。 λ(ι)をD(ι)のζに関するロ
バン定数と呼ぶ。

補題 3.0及 び各D(のの境界は滑らかとする。このとき,の が擬凸状ならば,次
の不等式が成

立する:

響 ≦てダ鴇戸|15Fra〕+∬〕ぃh{響・5評∧士|+∬券‖器12.τ
ωl

但しρπ=C"の 単位超球の表面積,J2=_1,ω
=JΣ 』β=1 g話

この基本不等式から次が出る。

( α)

を満すならば,λ(ι)は B上 の優調和函数である。なお,(α)は 条件

( d ) Σ』β=1(a/azβ)((Σ鷹1鷲α)♂
α)≦  0

に同値。また,ケ
ーラー計量は (α)を満す。

(2)(Rigidity lemma)。 (1)と 同じ条件で,或 るD(OJ上 少くとも
一つ強擬凸状境界点

を持つと仮定する。このとき,(a2A/∂ιar)=oな らば,D(ι。)上
で(aG/at)(ι。,z)≡0。更に,も

し X,)が B上 で調和ならば,9=直 積 B× D(ι。)。
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(3)Mを 複素リー群,αs2を条件(alを満す計量,Dを M上 の滑かな境界aDを もつ不分岐域,

バζ)を点 ζ∈Dに 関するDの ロバン定数とする。このとき,(イ )Dが 擬凸状ならば,Alζ)はD

の近似多重優調和函数である。 (口)更 に,aDが 少くとも一つ強擬凸状点を持てば,バζ)は 強

である。

ケーラー計量の場合には内部からの近似が言えて,

定理 2.dS2を 複素多様体M上 のケーラー計量,0を B× M上 の不分岐域,Bの 集合κ9=|,∈

BIバι)=+∞ |とする。のに近似多重劣調和函数ψ(ι,z)が存在すると仮定する。このとき,も し

κgの対数容量が正ならば,ん=Bで ぁる。
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